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「
国
は
何
を
や
っ
て
る
ん
だ
」。
ネ
ッ

ト
上
で
激
し
く
糾
弾
を
受
け
始
め
た
の

が
３
月
。「
遅
い
。
他
国
は
休
業
補
償
し

て
い
る
。
本
当
に
国
民
を
救
う
気
概
が

あ
る
の
か
」。
４
月
に
入
る
と
そ
の
声
は

益
々
激
し
く
な
っ
て
い
っ
た
。
世
界
を

襲
う
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
を

前
に
、
疲
労
感
が
広
が
っ
て
い
る
。
こ
の

間
、
国
は
何
を
や
っ
て
き
た
の
か
。
対
策

を
ど
う
見
て
い
る
の
か
。
そ
し
て
今
の

政
治
に
何
を
思
う
の
か
。
今
回
は
、
コ
ロ

ナ
の
経
済
対
策
を
主
軸
に
記
し
た
。 
 

■
感
染
拡
大
期
の
緊
張 

大
型
ク
ル
ー
ズ
船
の
集
団
感
染
に
対

処
し
て
い
た
１
月
。
党
内
に
は
危
機
感

が
重
く
漂
っ
て
い
た
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

延
期
も
一
部
で
囁
か
れ
て
い
た
。
対
策

本
部
が
で
き
た
の
は
１
月
末
。
２
月
に

入
っ
て
も
緊
迫
状
況
は
続
き
、
私
は
ワ

ク
チ
ン
に
目
が
行
っ
て
い
た
。
そ
し
て

２
月
末
。
学
校
休
校
要
請
で
危
機
意
識

が
共
有
さ
れ
、
そ
の
後
、
新
規
感
染
者

は
３
月
第
３
週
ま
で
は
五
十
人
以
下
に

収
ま
っ
て
い
た
。
た
だ
、
状
況
が
好
転

と
ま
で
は
言
え
ず
、
１
３
日
に
は
感
染

症
対
策
特
別
措
置
法
を
成
立
さ
せ
た
。 

問
題
は
そ
の
後
だ
。
法
案
成
立
で
緊

急
事
態
宣
言
が
大
き
な
話
題
と
な
っ
て

い
た
が
見
送
ら
れ
、
世
間
は
小
康
状
態

と
な
っ
た
。
感
染
者
が
初
め
て
百
を
超

え
た
の
が
３
月
２
９
日
。
そ
れ
か
ら
増

減
を
繰
り
返
す
中
で
、
宣
言
が
出
さ
れ

る
の
か
固
唾
を
飲
む
毎
日
で
あ
っ
た
が
、

４
月
４
日
か
ら
明
確
な
増
加
兆
候
と
な

り
、
と
う
と
う
７
日
に
は
宣
言
が
出
さ

れ
た
。
こ
の
１
週
間
は
１
年
に
感
じ
た
。

そ
し
て
４
月
中
旬
。
感
染
者
が
何
と
か

減
り
始
め
た
が
一
時
の
安
堵
だ
っ
た
。 

■
国
会
周
辺
で
何
が
起
こ
っ
て
い
た
？ 

経
済
的
影
響
は
甚
大
だ
。
人
の
動
き

が
止
ま
る
と
は
、
需
要
・
供
給
・
消
費

の
あ
ら
ゆ
る
面
が
止
ま
る
。
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の

１
か
月
分
の
損
失
を
覚
悟
し
た
。
対
策

費
の
財
政
規
模
は
結
果
的
に
は
１
か
月

分
以
下
だ
っ
た
が
、
事
業
規
模
で
は
２

か
月
分
以
上
の
１
１
７
兆
円
が
用
意
さ

れ
た
。
し
か
し
反
省
は
多
い
。 

第
一
に
は
ス
ピ
ー
ド
だ
。
予
算
審
議

も
執
行
も
、
既
存
の
制
度
を
拡
充
し
て

対
応
し
た
と
こ
ろ
に
問
題
も
あ
っ
た
は

ず
だ
。
未
曽
有
の
危
機
に
対
応
で
き
る

制
度
に
、
思
い
切
っ
て
変
え
る
べ
き
だ
。 

第
二
に
十
万
円
の
特
別
定
額
給
付
を

巡
る
混
乱
だ
。
政
治
が
混
乱
し
国
民
の

間
に
不
信
感
が
広
が
っ
た
の
は
事
実
だ

ろ
う
。
た
だ
結
果
は
正
解
だ
っ
た
。 

第
三
に
、
対
策
の
規
模
感
と
全
体
像

が
国
民
に
正
し
く
ど
こ
ろ
か
殆
ど
伝
わ

ら
な
か
っ
た
。
結
果
、
バ
ラ
バ
ラ
と
審

議
中
の
案
件
が
我
々
も
不
明
な
情
報
と

し
て
伝
わ
り
、
最
悪
な
評
価
と
な
っ
た
。 

例
え
ば
布
マ
ス
ク
。
先
の
現
金
給
付

が
焦
点
だ
っ
た
大
型
経
済
対
策
直
前
の

発
表
だ
っ
た
た
め
肩
透
か
し
と
感
じ
た

人
は
多
い
。
私
も
そ
の
一
人
だ
。
た
だ
、

発
表
後
、
背
景
を
聞
か
さ
れ
た
。
マ
ス

ク
が
海
外
か
ら
入
ら
ず
、
国
産
は
フ
ル

稼
働
し
て
も
医
療
機
関
に
回
さ
ざ
る
を

得
ず
国
民
に
は
殆
ど
届
か
な
い
。
安
心

を
お
届
け
す
る
た
め
だ
っ
た
と
。
国
民

が
求
め
て
い
る
も
の
と
の
ず
れ
も
あ
る

が
、
発
信
の
仕
方
の
問
題
も
大
き
い
。

伝
え
る
こ
と
は
伝
わ
る
こ
と
と
違
う
。

結
果
、「
海
外
に
比
べ
て
何
も
や
っ
て
く

れ
な
い
日
本
」
と
糾
弾
さ
れ
た
。 

■
他
国
に
比
べ
対
策
は
少
な
い
？  

例
え
ば
休
業
補
償
。「
休
業
と
補
償
は

セ
ッ
ト
だ
」
の
国
民
の
声
に
政
府
が
「
休

業
補
償
は
ど
の
国
も
や
っ
て
い
な
い
」

と
発
言
、
大
炎
上
し
た
。
も
ち
ろ
ん
他

国
は
や
っ
て
い
る
。
従
業
員
の
休
業
手

当
助
成
か
企
業
へ
の
定
額
給
付
だ
。
し

か
し
、
そ
れ
な
ら
ば
日
本
も
両
方
と
も

国
際
的
に
遜
色
の
な
い
支
援
策
が
講
じ

ら
れ
て
い
る
。
冒
頭
の
政
府
発
言
の
休

業
補
償
と
は
、
企
業
の
赤
字
補
填
だ
。

こ
れ
は
他
国
で
も
聞
い
た
こ
と
は
な
い
。 

で
は
補
償
が
少
な
い
の
か
。
単
純
比

較
は
で
き
な
い
が
、
例
え
ば
小
規
模
企

業
の
場
合
、
日
本
の
休
業
手
当
助
成
率

は
、
イ
ギ
リ
ス
の
８
割
、
ド
イ
ツ
の
７

割
を
上
回
る
。
元
々
緊
急
事
態
を
想
定

し
て
な
い
制
度
を
拡
充
運
用
し
て
い
る

た
め
柔
軟
性
に
欠
け
る
部
分
は
あ
る
が
、

順
次
拡
充
を
続
け
て
い
る
。
一
方
で
、

企
業
給
付
は
百
万
円
。
フ
リ
ー
ラ
ン
ス

に
も
対
応
す
る
。
フ
ラ
ン
ス
の
千
五
百

ユ
ー
ロ
、
イ
タ
リ
ア
の
六
百
ユ
ー
ロ
を

上
回
る
。
斯
様
、
曲
が
っ
て
伝
わ
っ
た

政
策
は
枚
挙
に
暇
が
な
い
。 

■
具
体
的
な
対
策
の
中
身
は
？ 

生
活
と
企
業
活
動
に
関
す
る
全
体
像

を
裏
面
に
添
付
し
た
。
つ
な
ぎ
資
金
用

の
無
利
子
無
担
保
融
資
。
前
述
の
雇
用

を
支
え
る
助
成
金
の
拡
充
、
新
設
企
業

給
付
、
納
税
・
社
会
保
険
料
猶
予
、
家

賃
助
成
等
、
事
業
者
を
悩
ま
せ
る
固
定

費
軽
減
に
焦
点
が
当
て
ら
れ
た
。
個
人

に
は
、
定
額
給
付
の
他
、
休
校
に
伴
っ

た
子
育
て
世
帯
給
付
、
大
学
等
へ
の
学

生
配
慮
要
請
や
学
生
給
付
、
休
業
や
失

業
時
の
補
償
拡
充
等
が
図
ら
れ
た
。
更

に
、
自
粛
協
力
金
や
子
育
て
世
帯
追
加

給
付
な
ど
、
地
方
自
治
体
が
地
方
の
実

情
に
応
じ
て
独
自
の
施
策
を
打
て
る
よ

う
地
方
創
生
特
別
交
付
金
も
用
意
さ
れ

た
。
今
回
は
触
れ
な
か
っ
た
が
も
ち
ろ

ん
ワ
ク
チ
ン
や
検
査
等
を
含
む
医
療
体

制
の
確
保
は
最
重
要
だ
。
今
は
と
に
か

く
財
政
よ
り
経
済
、
経
済
よ
り
安
全
だ
。 

■
今
後
必
要
な
こ
と
は 

 

コ
ロ
ナ
は
必
ず
克
服
で
き
る
。
経
済

面
で
重
要
な
こ
と
は
、
雇
用
を
守
る
こ

と
だ
。
家
賃
、
雇
用
助
成
、
地
方
交
付

金
等
の
拡
充
は
論
を
俟
た
な
い
。
し
か

し
、
国
が
何
を
目
指
し
、
何
を
為
そ
う

と
し
て
い
る
の
か
と
言
っ
た
全
体
像
が

不
明
確
だ
。
コ
ロ
ナ
が
去
っ
た
後
の
社

会
像
も
見
据
え
た
財
源
論
や
国
際
論
も

含
め
た
根
本
的
打
ち
出
し
が
必
要
だ
。

直
近
で
言
え
ば
二
次
補
正
予
算
だ
。
言

い
た
い
こ
と
は
山
の
よ
う
に
あ
る
。
ブ

ロ
グ
で
配
信
し
た
い
。（
五
月
十
日
執
筆
） 
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上記は政策の一部です。多岐にわたる政策を分かり易く WEB サイトにまとめています。是非ご覧ください。 

５月１０日現在 


